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借金（市債）残高とその評価
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地
方
自
治
体
（
市
町
村
）
で
は
、学
校
、

保
育
所
、
ご
み
処
理
場
な
ど
多
く
の
施
設

を
管
理
、
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

整
備
に
は
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の
お
金
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、住
宅
ロ
ー

ン
の
よ
う
に
金
融
機
関
な
ど
か
ら
の
借
金

が
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
地
方
自
治
体
で

は
、
借
金
を
抱
え
な
が
ら
行
政
運

営
し
て
い
ま
す
。

京
丹
後
市
の
借
金
残
高

　　

本
市
の
平
成
22
年
度
末
の

借
金
残
高
は
、
一
般
会
計
で
約

４
１
９
億
円
、
公
共
下
水
道
な
ど

の
特
別
会
計
や
病
院
事
業
な
ど
の

企
業
会
計
（
以
下
「
特
別
会
計
等
」

と
い
い
ま
す
。）
で
は
約
４
１
０
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
計
す
る

と
約
８
２
９
億
円
と
な
り
ま
す
。

合
併
時
と
比
べ
る
と
、
一
般
会
計

で
は
49
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

特
別
会
計
で
は
81
億
円
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
（
右
下
グ
ラ
フ
）。

一
般
会
計
と
特
別
会
計
等
の
借
金
残
高

の
違
い

　　
し
か
し
な
が
ら
、
一
般
会
計
の
借
金
と
特

別
会
計
等
の
借
金
は
、
そ
の
性
格
が
少
し
異

な
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。
特
別
会
計

等
の
借
金
残
高
を
、
一
般
会
計
と
同
じ
目
線

で
評
価
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
適
切
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
般
会
計
の
借
金
は
、
基
本
的
に
は
、
市

民
の
貴
重
な
税
金
で
返
済
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
他
方
、
特
別
会
計
等
は
、
水
道
使
用

料
や
下
水
道
使
用
料
な
ど
会
計
ご
と
に
特

定
の
収
入
を
主
な
財
源
と
し
て
い
る
た
め
、

基
本
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
収
入
で
の
返
済
と

な
り
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
特
別
会
計
等
は
、
特
定
の
事
業

を
行
う
た
め
一
般
会
計
と
は
経
理
を
区
別
し

て
い
る
会
計
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
中
長
期
の

事
業
計
画
に
よ
り
『
独
立
採
算
』
を
原
則
と

し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
下
水
道
事
業
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
段

階
で
は
、
一
時
的
に
借
金
残
高
が
増
加
し
ま

す
が
、
最
終
的
に
は
収
支
が
保
て
る
よ
う
設

計
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
の
借
金
残
高
だ

け
で
財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る
こ
と
は
、

必
ず
し
も
的
確
な
判
断
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
特
別
会
計
等
の
借
金
残
高
が
増

加
し
た
主
な
要
因
は
、
市
域
の
水
質
保
全
と

生
活
環
境
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
整
備
し
て

い
る
集
落
排
水
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、

浄
化
槽
整
備
事
業
の
３
つ
の
特
別
会
計
の
借

金
が
約
63
億
円
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
こ
れ
は
、
本
市
域
が
広
大
な
た
め
、

下
水
道
整
備
に
一
定
の
期
間
を
要
す
る
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

借
金
残
高
と
財
政
の
健
全
性
の
評
価

　　
借
金
の
一
部
が
普
通
交
付
税
で
補
て
ん
さ

れ
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
団
体
の
財

政
の
大
き
さ
と
の
関
係
も
あ
る
た
め
、
地

方
自
治
体
の
借
金
残
高
の
健
全
性
に
つ
い
て

は
、
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
評
価
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
要
因
を
含
ん
で
い
る

た
め
、
国
に
お
い
て
専
門
的
な
観
点
か
ら
指

標
化
の
検
討
が
な
さ
れ
、
現
在
で
は
、「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」（
健
全
化
法
）
に
よ
り
、
地
方
自
治

体
の
全
会
計
を
対
象
に
財
政
の
健
全
性
を

指
標
（
数
値
）
化
し
、
市
民
な
ど
へ
の
公
表

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

借
金
に
関
係
す
る
指
標
と
し
て
は
、「
実

質
公
債
費
比
率
」（
国
基
準
25
・
０
㌫
未

満
）、「
将
来
負
担
比
率
」（
同
３
５
０
㌫
未

満
）
の
２
種
類
が
あ
り
、
本
市
の
平
成
22

年
度
決
算
数
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
16
・
１
㌫
、

１
２
２・７
㌫
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
適
正

と
さ
れ
る
基
準
内
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
比
率
の
推
移
は
左
表
の
と

お
り
、
年
々
改
善
し
て
い
ま
す
。

交
付
税
が
段
階
的
に
減
少
、
さ
ら
な
る

健
全
化
が
大
切
に

　　
一
方
で
、
本
市
は
平

成
27
年
度
か
ら
普
通

交
付
税
が
段
階
的
に

減
少
し
、
よ
り
厳
し
い

財
政
状
況
に
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

借
入
金
残
高
が
多

い
と
、
将
来
の
返
済
額

も
多
く
な
り
、
そ
の
結

果
、
財
政
を
圧
迫
し

必
要
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
し
も
現
状

に
安
心
し
て
い
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
、
さ
ら
な
る
健

全
化
に
向
け
た
努
力

が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

次
号
で
は
、
貯
金

（
基
金
）
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（国の基準） Ｈ18 決算 Ｈ19 決算 Ｈ20 決算 Ｈ21決算 Ｈ22 決算
実質公債費比率 （25.0％未満） 17.9% 17.7% 17.3% 16.5% 16.1%
将来負担比率（350.0％未満） － 179.4% 172.5% 152.1% 122.7%

※将来負担比率は、Ｈ19決算から算出

４１９億円（一般会計）と８２９億円（総計）の評価 
（単位：億円）
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（合併時）

特別会計等

81億円増

一般会計

49億円減

下
水
道
接
続
で

       

快
適
な
暮
ら
し
を

借金残高に関係する指標の推移


